
 
2024年度 第 7回理事会議事録 

 

2024年10月10日（木）19時30分、WEB上にて理事会を開催した。 

定刻に、理事 伊藤伸氏が議長席につき、本会は有効に成立した旨を告げて議案の審議に入った。 

 

理事総数      28名 

本日の出席理事数  27名 

監事総数             2名 

本日の出席監事数   1名 

 
■出席役員：会長）宇田英幸、副会長）伊藤伸、茂木有希子 理事）赤間公一、石川麻子、犬塚功一、 

大橋幸子、岡部拓大、神山真美、北村ミチル、小池祐士、鈴木香織、高橋啓吾、田坂翔太、 

館岡周平、原裕如、藤田真弓、丸達也、分須 陽、渡部慶和 

           監事）土屋美樹、中間浩一 
■委任役員： 押野修司、阪井之哉、髙橋暢介、種沢浩平、近森貴裕、平田樹伸、吉田朋子 

■欠席役員： 理事）鈴木康子 

       監事）土屋美樹 
■他出席 ： 訪問リハ）加藤恒平 法人管理部）駒崎かんな  敬称略 
 

■議 題： 

Ⅰ．審議・検討事項【発案者：敬称略】 

第１号議案 2024年度 第6回 理事会議事録について【法人管理部：駒崎】（資料1） 

内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第2号議案 広報誌彩り 2024秋号について【広報部：近森】（資料2） 

内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第3号議案 令和6年度高次脳機能障害をもつ方々を支援する医療と福祉の交流会の開催形式の変更と予算案

について【高次脳：渡部】（資料3） 

大宮ソニックシティを借りて、研修会を対面で開催予定。交通費・会場費の支出が生じるため予算案を確認し

た。満場一致で可決された。 

 

第4号議案 埼玉県災害リハビリテーション研修会の受講料について【災害対策部：阪井】(資料4) 

埼玉災害リハビリテーション研修会の参加希望者で、協会会員だが、所属士会非会員の場合の参加費を検討し

たい。他県士会1000円、非会員 5000円と設定しているが、今回のケースは三団体が主催であるため、三団体

会議で検討することとなった。 

 



第 5号議案 子ども支援委員会企画の研修会実施について【子ども支援：田坂】（資料 5） 

子ども支援委員会主催で1月19日に研修会を開催予定。参加費に関して第6回理事会で継続審議になっていた。 

研修会参加費規程に基づくと、会員は90分あたり1000円、準会員（PT・ST県士会員）・関連職種は非会員と

同等の参加費となる。企画書のもとに算出すると、会員2000円、準会員・関連職種4000円となる。 

交流会の意味合いもあり、参加費を安価にしたい意向もある。シンポジウムであれば、謝礼をお支払いするの

であれば規定に則る必要があるとの声もある。まずは宇田会長が調整役として田坂理事と協議し、継続審議と

する。 

 

Ⅱ．報告・確認事項 

１． 各部局活動報告 

１） 事務局長：大橋事務局長より以下の報告があった。 

埼玉県疾病対策課：埼玉県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進協議会の委員の派遣依頼対応。 

２） 法人管理部：大橋部長より以下の報告があった。 

理事会議事録作成 

9月30日 三役会議開催（宇田会長、伊藤副会長、茂木副会長、北村財務部長、大橋事務局長） 

契約業務（コトブキシーティング） 

労務管理 

10月21日開催、埼玉県リハビリ三団体連絡会議幹事業務 

３） 総務部：丸理事より以下の報告があった。 

定期便・臨時便依頼の際、入力の不足や間違えが散見されるため、今一度提出前の確認をお願いした

い。 

４） 財務部：北村財務部長より以下の報告があった。 

会計報告へのご協力、ありがとうございました。9月末時点（半年分）での支出は全体予算の三分の

一という結果でした。 

５） 学術部・編集委員会：押野理事より報告事項なし。 

６） 学会支援委員会：小池理事より以下の報告があった。 

学会演題募集準備中（2024年11月1日募集開始予定）。HP準備中。 

第 34 回埼玉県作業療法学会 開催日：2025年 6 月 29 日（日） 会場：埼玉県立大学 学会長：髙

橋 啓吾（リハビリテーション天草病院）。 

７） 教育部：鈴木香織理事より以下の報告があった。 

9月27日に現職者共通研修 事例報告・検討会を開催し、事例報告者は19名であった。 

８） 生涯教育委員会：神山理事より以下の報告があった。 

9 月 27 日に現職者共通研修「事例報告・事例検討」を実施した。10 月以降の現職者共通研修および

選択研修の運営準備を進めています。 

【共通研修】 

10月25日 実践のための作業療法研究法、11月28日 保健医療福祉と地域支援 

12月11日 作業療法における協業・後輩育成、1月23日 日本と世界の作業療法 

【選択研修】 



11月23日 身体障害領域の作業療法、2月9日 精神障害領域の作業療法  開催予定。 

９） 養成教育委員会：岡部理事より以下の報告があった。 

申し込み状況を考慮して，今年度の第3回講習会（3月1・2日）実施することで決定した。 

10月19・20日 臨床実習指導者講習会開催予定。 

10) 職能開発事業部：藤田理事より以下の報告があった。 

10月 5日こころとくらしの地域支援委員会にて現職者選択研修の打ち合わせを実施。研修会の拠点を

上尾中央医療専門学校とし、スタッフ数名が集合して進行する。現地に日帰りで集まることができる

講師にもおいでいただく。現地スタッフの交通費、昼食代は支出が可能であったことを共有した。 

一般社団法人 日本脳卒中医療ケア従事者連合（SCPA-Japan）埼玉支部の作業療法士窓口としての報告

事項。 

9月26日埼玉県脳卒中相談窓口連携会議が開催された。第二期循環器病対策推進基本計画のなかの治

療と仕事の両立支援・就労支援が策定されており、これに基づき厚労省の科研費による研究として回

復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・普及に資する研究が立ち上がっ

た。 

両立支援調査 2024として R5年度総合支援セ事業採択 10県 当該県のすべての一次脳卒中センター

（PSC）および回復期リハ病院から直接自宅退院した脳卒中患者の両立支援の実施状況を調査すること

になった。データ入力は各回復期病院の社会福祉士等。提出資料は上記事業の説明会の資料。 

11）広報部：伊藤理事より以下の報告があった。 

次回 2025年1 月発行の広報誌の作成に向けて、災害リハの特集や 10 月 26 日の目白大学の文化祭と

県士会コラボの記事作成を検討中。 

12）地域リハ推進部：館岡理事より以下の報告があった。 

今年度リハフェスタ開催にあたり、OT士会が所持している OT紹介看板をお借りする。 

次年度リハフェスタは、現状で会場予算を￥250,000 までとして、「ふれあいキューブ」「ピオニウォ

ーク」「浦和パルコ」等で検討中。 

13）地域包括ケア推進部：平田理事欠席であるが、以下の報告があった。 

  介護予防基本コース：10月26日（土）13：00〜17：00 

14）認知症地域支援推進部：吉田理事欠席であるが、以下の報告があった。 

  9月14日 若年のつどい越谷 OT２名参加 

9月19日 お城deカフェOT４名参加 

9月27日 子ども園カフェOT１名参加 

10月12日 若年のつどい深谷 OT2名参加予定。 

12月8日認知症研修（アクティビティ紹介・事例検討など）対面で行う。 

15）災害対策部：阪井理事より報告事項なし。 

16）制度対策部：石川理事より報告事項なし。 

17）各ブロック  

・東部：小池理事より以下の報告があった。 

    9月28日：みんなで語らNight！「脳卒中関連」終了。参加者25名。 



12月にライフプラン，1月にキャリアプラン・ママパパに関する語らNight！検討中。 

12月16日：みんなで語らNight！「実は知らない？！社会保障と任意保険」 

1月10日：みんなで語らNight！ キャリアプラン・ママパパ関連。 

    ・西部：種沢理事欠席であるが、以下の報告があった。 

        11月15日 語らNight「隣の作業を覗いてみよう」開催予定。 

    ・南部：犬塚理事より以下の報告があった。 

 9月17日 南部ブロック座談会を開催した。 

10月26日の目白大学学祭と年度明けの語らNight!に向けた話し合いを実施中。 

    ・北部：分須理事より報告事項なし。 

        9月17日 北部ブロック会議 来年度夏キャン、語らnightの相談を行った。 

18）訪問リハビリテーション振興委員会：加藤委員長より以下の報告があった。 

  10月25日、リハビリ三団体訪問リハ実務者研修会BASICコース会議開催予定。 

  BASICコース 11月24日開催予定、開会挨拶：伊藤副会長。 

Advanceコース 2025年3月頃開催予定、講師：三瓶政行氏。 

19）生活行為向上マネジメント推進委員会：高橋啓吾理事より以下の報告があった。 

  12月22日に MTDLP基礎研修を行う。 

20）子ども支援委員会：田坂理事より報告事項なし。 

21）福祉機器委員会：鈴木康子理事より報告事項なし。 

22）高次脳機能障害地域支援推進委員会：渡部理事より以下の報告があった。 

10月26日ステップ 3研修会の参加予定者は60名となりました。申込み期限を1週間延長してさらに

参加者を増やしたいと思います。 1月下旬～2月初旬 交流会開催に向けて準備を行っています。 

23）運転再開支援委員会：赤間理事より報告事項なし。 

24）こころとくらしの地域支援推進委員会：原理事より以下の報告があった。 

  10月 5日ここくら会議実施。12月14日第18回ここくらOT室開催予定。 

25）第34回埼玉県作業療法学会：小池理事より報告事項なし。 

  学会演題募集準備中（2024年11月1日募集開始予定）。HP準備中。 

第34回埼玉県作業療法学会 開催日：2025年6月29日（日） 会場：埼玉県立大学 学会長：髙橋 

啓吾（リハビリテーション天草病院）。 

26）埼玉県リハビリ専門職協会：宇田会長より報告事項なし。 

  

２． 監事より 

１） 中間監事より 

進行はスムーズでした。早く進行していくだけでもなく、今までの温かさも含んだ理事会を運営して

ください。 

３． 会長・副会長より 

１） 宇田会長より 

急に寒くなって参りました。みなさまご自愛ください。 



彩に猪鼻さんとの対談の記事が載りました。私は認知症の地域支援活動で本当に多くのことを学び、

学びなおさせてもらっています。このような機会を広く会員に提供できることが当会の売りだと思い

ますし、もっと多くの人が体験できるような方策をさらに考えていきたいと思っています。 

9月28日に、茂木さんや犬塚さんもダイアリーとして出店していた、さいたま新都心けやき広場で開

催されたインクルーシブフェスタにこれでいいのだバンドで出演してきました。おかげさまで盛況で

した。バンド活動がきっかけで元気になっていく当事者が増えていると家族の会埼玉県支部の花俣代

表にもお礼をいただいています。音楽に限らず、ダンスや料理屋手工芸など、OTの得意とする作業を、

地域にもっとひろめていけたらよいですね。 

これと類似することですが、協会や全国の士会の動向に触れることのできる協会・士会長会議にぜひ

理事の方々にも参加していただきたいと思います。方法を検討して、順番にでもみなさんに体験いた

だけるよう調整しますので、お忙しいとは思いますがご理解とご協力をいただきますようお願い申し

上げます。 

＜9月報告＞ 

1日 川越 認知症フォーラム これでいいのだバンド出演→中止 

3日 田中昌史氏講演会 

5日 ここくら会議 

9日 リハ専協会理事会 

12日 理事会 

14日 越谷のつどい 

19日 お城deカフェ 

21日～22日 よんぱち委員会 

23日 これでいいのだバンド練習 

28日 インクルーシブフェスタ これでいいのだバンド出演 

 

＜10月予定＞ 

5日 ここくら会議 

10日 理事会 

17日 お城deカフェ 

21日 三団体連絡協議会 

23日 文京学院大学創立100周年記念式典 

 

２） 茂木副会長より 

9月28日インクルーシブフェスタに参加した。良い反響であった。ご協力ありがとうございます。 

３） 伊藤副会長より 

7月7日の県士会学会の際の発生した機材の破損事故に関して、本日から工事が開始された。 

理事会運営は長時間にならないように調整しながら、必要な審議を進めていきましょう。 

  



 

Ⅲ．その他 

次回理事会：2024年 11月14日（木） オンライン会議  

 

以上をもって議案の全部を終了したので、議長は21時00分閉会を宣した。 

 

2024年10月10日 

一般社団法人埼玉県作業療法士会 理事会  


